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研究成果の概要（和文）：【目的】骨格筋脂肪化の評価として腹部 CT で腰椎背側の多裂筋と皮

下脂肪との CT 値比を骨格筋脂肪化の指標とし、慢性肝疾患の病態と骨格筋脂肪化の関係を検

討した。【結論】非アルコール性脂肪肝炎の肝病理学的進展度と骨格筋脂肪化は相関していた。

非代償性肝硬変では、骨格筋脂肪化が進展しており、分岐鎖アミノ酸製剤の投与によって血清

アルブミンが上昇した群では、骨格筋脂肪化の改善を伴った症例も観察された。 
 
研究成果の概要（英文）：Aim: This study composed to clarify the relationship between the 
pathogenesis of chronic liver diseases and skeletal muscle steatosis determined by 
computed tomography. Conclusion: This study found that 1) there was an association 
between histological stage in nonalcoholic steatohepatitis and skeletal muscle steatosis, 2) 
there was an progression in skeletal muscle steatosis, and administration of branched 
chain amino acid granule improved skeletal muscle steatosis in decompensated liver 
cirrhosis. 
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１．研究開始当初の背景 （1）非アルコール性脂肪性肝疾患(NAFLD)
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や非アルコール性脂肪肝炎（NASH）の病態

には全身の代謝異常が関連する。 

 
（2）肝臓のみならず、骨格筋も糖代謝や脂

質代謝に関連する重要な臓器であり、生活習

慣病において、骨格筋の脂肪化が関連すると

いう報告が有る。我々は、骨格筋の脂肪化の

評価として腹部 CT での腰椎背側の多裂筋と

皮下脂肪との CT 値比を MM/F ratio と定義

し、各病態との関連を検討してきた。 

 
２．研究の目的 

慢性肝疾患、特に非アルコール性脂肪性肝疾

患（NAFLD）と非アルコール性脂肪肝炎

（NASH）の病態の進展、さらに、非代償性

肝硬変における骨格筋脂肪化の意義を明ら

かにする。 

 
３．研究の方法 

（方法 1）肝生検で病理学的に診断された

NASH に対して病理学的な活動性および進展

度と骨格筋の脂肪化の関連を検討した。 

 

（検討 2）非代償性肝硬変に分岐鎖アミノ酸

（BCAA）顆粒製剤を投与し血清アルブミン値や

糖代謝と骨格筋脂肪化の関連を検討した。 

 

 

４．研究成果 

 

（結果1）NAFLD群では正常群に比べ筋脂肪化

が進行しており，食事運動療法により肝脂肪化，

インスリン抵抗性の改善と共に筋脂肪化は有意

に改善した。肝生検が施行され診断された

NASH において病理学的活動性と骨格筋脂肪

化との関連は認めなかった。一方、進展度として

は線維化の進展により骨格筋脂肪化は有意に

進行していた(p＜0.01)。また多変量解析では

NASH の進展が骨格筋脂肪化に影響を及ぼす

独立した因子であった(odds ratio = 2.21, p＜

0.05)。 

 

（結果 2）BCAA 顆粒製剤が投与された 19 例

のうち 12 例で骨格筋脂肪化の改善が認めら

れた。骨格筋脂肪化改善群では血清アルブミ

ン値の上昇(P＜0.05)、腹部 CT スキャンでの

臍周囲の皮下および内臓脂肪面積の減少(P＜

0.05)、インスリン抵抗性の改善を認めた。多

変量解析では血清アルブミン値の改善へ寄

与する因子として骨格筋脂肪化は独立因子

であった(OR = 65.3, p＜0.05)。 
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